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保健室の来室者に対応するにあたり、自らの判断や対応を省察し、改善点を

見つけ、より望ましい対応を目指すことを本研究の目的とした。 

保健室来室者対応の流れを先行研究を基に整理し、チェックシートを作成し、

実習において、保健室来室者への対応に活用した。自分が行なった事例を省察

するために対応についてプロセスレコードにまとめ、その都度、養護教諭から

ご指導をいただいた。そこから、改善点を見つけ、省察を繰り返した。 

保健室来室者対応において、チェックシートを活用したことで、適切なアセ

スメント、養護診断、処置・対応、事後措置に繋げられた。また、プロセスレ

コードを記入し、省察をすることで、一連の対応プロセスを振り返ることがで

きた。 

養護教諭からご指導をいただく中で、保健室来室者対応は知識や技術を学ぶ

だけでなく、対応にあたる経験を積むことや、調べて確認することの大切さを

学んだため、今後に生かしていきたい。 

 

 

 

 


